
真
庭
市
出
身
で
、グ
ロ
ー
バ
ル

ボ
ー
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
・
Ｊ
О
１
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
世
界
的
な
活
躍

を
し
て
い
る
豆
原
一
成
さ
ん
が

真
庭
大
使
に
就
任
し
ま
し
た
。

真
庭
市
20
歳
の
集
い
で
語
っ
て

い
た
夢
が
つ
い
に
実
現
。
委
嘱

式
は
、
久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド

で
遊
ん
で
い
た
思
い
出
や
湯
原

温
泉
に
父
親
と
行
く
こ
と
が
あ

る
な
ど
、
地
元
愛
に
あ
ふ
れ
る

ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た

（
６
㌻
に
関
連
記
事
）。

真庭市誕生から20年 P02～
市政トピックス　　　　   P06～
お知らせ　　　　　　　   P08～
真庭が好きっ読者の広場 P20～
真庭人　行藤宜央さん　  P24～
健康のススメ 　　　　　  P25～
ぐるっと真庭  まちの話題  P26～

真
庭
市

ボ
ー
イ
ズ
イイ

メ
ン
バ
ー

を
し
て
い

真
庭
大
使

真
庭
市
20

い
た
夢
が

式
は
、
久

で
遊
ん
で

温
泉
に
父

る
な
ど
、

ト
ー
ク
で

（
６
㌻
に

JO1·豆原一成さん
真庭大使に就任

3
第239号
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Public
Relations 2025

広報広広 まにわ
合併 周年

202
5年3
月31日で

20合併 周年

202
5年3
月31日で
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平
成
17
年

3
月　

合
併
に
よ
り
真
庭
市
が
誕
生

4
月　

市
長
・
市
議
選
が
行
わ
れ
、
初
代
市
長
に
井
手
紘
一
郎
氏
が
就
任

5
月　

広
報
ま
に
わ
を
創
刊

9
月　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
が
開
幕
…
写
真
①

10
月　

小
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
を
無
償
化

12
月　

真
庭
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行

平
成
18
年

3
月　

第
1
次
真
庭
市
総
合
計
画
を
策
定

4
月　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
に
認
定

12
月　

岸
田
敏
志
さ
ん
が
真
庭
大
使
に
就
任

平
成
19
年

1
月　

妹
島
和
世
さ
ん
が
真
庭
大
使
に
就
任

3
月　

郷
原
漆
器
の
製
作
用
具
が
国
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録

4
月　

真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
供
用
開
始

　
　
　

9
つ
の
消
防
団
を
真
庭
市
消
防
団
へ
統
合
…
写
真
②

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ま
に
わ
く
ん
♡
」
が
運
行
開
始
…
写
真
③

　
　
　

県
内
初
の
認
定
こ
ど
も
園
、
落
合
こ
ど
も
園
が
開
園
…
写
真
④

10
月　

蒜
山
振
興
局
新
庁
舎
が
完
成
…
写
真
⑤

3
月　

大
谷
・
定
古
墳
群
が
国
史
跡
に
指
定

平
成
20
年

5
月　

広
報
ま
に
わ
平
成
19
年
8
月
号
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

11
月　

醍
醐
桜
の
種
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
宇
宙
へ

平
成
21
年

1
月　

市
民
憲
章
を
制
定

　
　
　

真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
が
開
局
…
写
真
⑥

20052006200720082009

　

平
成
17
年
3
月
31
日
に
、
上
房
郡
北
房
町
・
真
庭
郡
勝
山
町
・

落
合
町
・
湯
原
町
・
久
世
町
・
美
甘
村
・
川
上
村
・
八
束
村
・
中

和
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
真
庭
市
。
来
た
る
令
和
7
年
3
月
31
日

で
、
合
併
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
真
庭
市
誕
生
か
ら

こ
れ
ま
で
の
20
年
を
、
広
報
ま
に
わ
の
紙
面
と
と
も
に
振
り
返
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
ま
に
わ
で
振
り
返
る

  
真
庭
市
誕
生
か
ら
20
年

広報まにわ創刊号
（平成17年５月号）

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

広
報
ま
に
わ
第
28
号（
平
成
19
年
8
月
号
）
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Maniwa 02



6
月　

勝
山
町
並
み
保
存
地
区
が
「
美
し
い
ま
ち
な
み
大
賞
」
を
受
賞

10
月　

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
を
無
償
化

平
成
22
年

1
月　

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真
庭
が
「
新
エ
ネ
大
賞
」
を
受
賞
…
写
真
⑦

9
月　

市
の
シ
ン
ボ
ル
（
木
・
花
・
動
物
）
が
決
定
…
写
真
⑧

11
月　

国
民
文
化
祭
お
か
や
ま
が
開
幕
（
工
芸
展
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
…
写
真
⑨

平
成
23
年

3
月　

市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
に
ぞ
う
」
誕
生

4
月　

市
役
所
新
本
庁
舎
本
格
稼
働
…
写
真
⑩

7
月　

真
庭
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市
内
流
通
が
開
始

9
月　

大
阪
府
高
槻
市
に
「
真
庭
市
場
」
オ
ー
プ
ン
…
写
真
⑪

10
月　

市
女
性
消
防
隊
が
全
国
消
防
操
法
大
会
で
優
勝　
　

11
月　

Ｂ
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ
で
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
好
い
と
ん
会
が
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
…
写
真
⑫

平
成
24
年

3
月　

美
作
地
区
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始

平
成
25
年

1
月　

久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー
が
「
地
域
創
造
大
賞
」
受
賞

4
月　

市
長
・
市
議
選
が
行
わ
れ
、2
代
目
市
長
に
太
田
昇
氏
が
就
任

5
月　

美
作
国
建
国
1
3
0
0
年
記
念
事
業
が
開
幕

8
月　

全
国
で
初
め
て
中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
無
償
化

平
成
26
年

3
月　

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
に
選
定

4
月　

交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
が
開
所

平
成
27
年

3
月　

第
2
次
真
庭
市
総
合
計
画
を
策
定

　
　
　

市
制
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

4
月　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼
働

7
月　

バ
イ
オ
液
肥
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
完
成

　
　
　
「
ま
に
ぞ
う
」
が
真
庭
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ

平
成
28
年

3
月　

先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
体
大
賞
「
金
賞
」、
バ
イ
オ
マ
ス
大
賞
「
グ
ラ
ン
プ
リ
」
受
賞

4
月　

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー
が
完
成
…
写
真
⑬

5
月　

真
庭
な
り
わ
い
塾
を
開
講

8
月　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
馬
場
馬
術
に
原
田
喜
市
選
手
が
出
場

2010201120122013201420152016

市制10周年を取り上げた広報まにわ第117号（平成27年１月号）
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平
成
29
年

3
月　

市
内
各
所
に
バ
イ
オ
液
肥
ス
タ
ン
ド
設
置

　
　
　

久
世
駅
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
モ
デ
ル
建
築
物
「
木
テ
ラ
ス
」
が
完
成

12
月　

高
校
生
議
会
が
初
開
催

平
成
30
年

4
月　

北
房
小
学
校
が
開
校
、
北
房
こ
ど
も
園
が
開
園･･･

写
真
①

6
月　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定

7
月　

市
立
中
央
図
書
館
が
開
館
（
旧
勝
山
振
興
局
庁
舎
を
改
築
）

　
　
　

西
日
本
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、真
庭
市
に
も
大
雨
特
別
警
報（
土
砂
災
害
）

　
　
　

が
発
表

平
成
31
年（
令
和
元
年
）

4
月　

旭
川
・
り
ん
く
る
ラ
イ
ン
開
通

5
月　

地
域
循
環
共
生
圏
の
創
造
に
取
り
組
む
活
動
団
体
に
選
定

6
月　

滋
賀
県
守
山
市
に
真
庭
市
場
2
号
店
が
オ
ー
プ
ン

7
月　

自
動
車
文
庫
ぶ
っ
く
る
ん
ま
に
わ
が
運
行
開
始
…
写
真
②

10
月　

真
庭
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議
が
発
足
…
写
真
③

令
和
2
年

3
月　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ま
に
わ
」
を
宣
言

4
月　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
を
開
催

6
月　

二
川
地
区
で
デ
マ
ン
ド
交
通
が
開
始

8
月　

脱
炭
素
市
民
会
議
を
初
開
催

令
和
3
年

4
月　

真
庭
市
共
生
社
会
推
進
基
本
方
針
と
真
庭
市
ｄ
Ｘ
戦
略
を
策
定

　
　
　

真
庭
市
手
話
言
語
条
例
を
施
行
…
写
真
④

7
月　

GREENable HIRUZEN

が
オ
ー
プ
ン
…
写
真
⑤

8
月　

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　

聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
真
庭
市
採
火
式
を
開
催

12
月　

真
庭
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
施
行

令
和
4
年

4
月　

環
境
省
の
第
1
回
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定

　
　
　

真
庭
市
防
災
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
メ
ー
ル
）
を
開
始

　
　
　

真
庭
市
発
達
発
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所

　
　
　

二
川
み
ら
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
開
所
…
写
真
⑥

害
）

開
始

2017201820192021 20202022

「真庭の平成」を
取り上げた
広報まにわ第168号
（平成31年４月号）

広報まにわ第200号（令和３年12月号）
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6
月　

里
山
里
海
交
流
館
し
ん
ぴ
お
が
開
館

11
月　

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
大
宮
踊
が
「
風
流（
ふ
り
ゅ
う
）踊
」
と
し
て
登
録
…
写
真
⑦

　
　
　

荒
木
山
西
塚
古
墳
発
掘
調
査
開
始
…
写
真
⑧

令
和
5
年

1
月　

電
子
地
域
通
貨
「
ま
に
こ
い
ん
」
を
運
用
開
始
…
写
真
⑨

2
月　

こ
ど
も
は
ぐ
く
み
推
進
本
部
が
発
足

4
月　

ま
に
わ
権
利
擁
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
所

5
月　

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
蒜
山
ひ
と
と
き
が
オ
ー
プ
ン

6
月　

18
歳
ま
で
医
療
費
を
無
償
化

9
月　

蒜
山
高
原
自
然
広
場
「
風
の
パ
レ
ッ
ト
」
が
全
面
オ
ー
プ
ン
…
写
真
⑩

令
和
6
年

4
月　

チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に
わ
が
本
格
運
行
…
写
真
⑪

　
　
　

市
内
初
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
「
新
町
ど
ん
ぐ
り
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン

5
月　

第
74
回
全
国
植
樹
祭
岡
山
2
0
2
4
が
開
催
（
蒜
山
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
）

9
月　

県
北
部
を
会
場
に
、
森
の
芸
術
祭　

晴
れ
の
国
・
岡
山
が
開
催
…
写
真
⑫

10
月　

久
世
河
川
公
園
に
日
本
最
大
級
の
床
面
ミ
ュ
ー
ラ
ル
ア
ー
ト
が
誕
生
…
写
真
⑬

　
　
　

真
庭
市
は
ぐ
く
み
ア
プ
リ
の
利
用
開
始

11
月　

勝
山
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ー
ク
「
川
夢
（
リ
ム
）」
が
オ
ー
プ
ン

令
和
7
年

1
月　

真
庭
市
く
ら
し
の
循
環
セ
ン
タ
ー
「
ま
に
く
る
ー
ん
」
が
本
格
稼
働
…
写
真
⑭

　
　
　

ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
「
ま
に
あ
ぷ
り
」
の
運
用
開
始

2
月　

豆
原
一
成
さ
ん
が
真
庭
大
使
に
就
任

3
月　

真
庭
市
市
制
施
行
20
周
年

202320242025

問 総務課
℡  0867-42-1150

問 秘書広報課
℡  0867-42-1163

20周年ロゴ入り
ジャンパー
のぼり

20周年記念
まにぞう
イラスト

真庭市
ホームページ▶

真庭市
ホームページ▶

り

　市制施行20周年を記念して行
うイベントなどに対して、20周
年記念バージョンのまにぞうイ
ラストやロゴ入りジャンパー、
のぼりを貸し出します。詳しくは
お問い合わせいただくか、真庭
市ホームページをご覧ください。

20周年記念
まにぞうイラスト
スタッフジャンパー
のぼりができました

　

真
庭
市
で
は
、
市
制
施
行
20
周
年
を
祝
う
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

や
、20
周
年
記
念
誌
の
制
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
一
緒
に
20
周
年
を
祝
い
、
真
庭
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
、

真
庭
の
歴
史
は
続
い
て
い
く

真庭市ホームページ▶

これまで発行した広報まにわのバックナンバーは、
全て真庭市ホームページから見ることができます。

⑨
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市
は
2
月
10
日
に
湯
原
町
旅
館
協
同
組

合
と
、
12
日
に
真
庭
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
サ
ン

ラ
イ
ズ
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・
バ
イ
・

マ
リ
オ
ッ
ト
・
岡
山
蒜
山
高
原
、
ホ
テ
ル

ル
ー
ト
イ
ン
岡
山
真
庭
と
、
災
害
時
に
お

け
る
宿
泊
施
設
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
時
に
、
避

難
し
て
い
る
要
配
慮
者
の
健
康
と
生
命
を

守
る
た
め
、
生
活
環
境
を
提
供
す
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
内
の
一
定
規
模
の
宿
泊
施
設
と

同
協
定
を
締
結
し
て
い
く
予
定
で
す
。

2
月
8
日
、「
多
様
性
を
生
か
す
社
会

を
つ
く
る
行
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
真
庭
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
の
川
久
保
俊
さ
ん

の
基
調
講
演
の
後
、
真
庭
高
校
の
生
徒
に

よ
る
竹
害
対
策
の
発
表
な
ど
、
関
係
団
体

に
よ
る
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
円
卓

で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
い
う
手
法
に
よ
り
、

議
論
の
内
容
を
可
視
化
。
参
加
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
合
い
、

多
様
性
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
初
め
て
企
画
さ
れ
た
「
外
国
人
介

護
人
材
受
け
入
れ
セ
ミ
ナ
ー
in
ま
に
わ
」

が
1
月
30
日
、
久
世
保
健
福
祉
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
介
護
事
業
所
な

ど
の
職
員
ら
約
20
人
が
参
加
。
講
師
を
務

め
た
人
材
派
遣
業
者
は
、
在
留
資
格
ご
と

の
特
徴
や
受
け
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
市

内
で
実
際
に
受
け
入
れ
て
い
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
か
ら
は
利
用
者
ら
の

様
子
や
課
題
を
紹
介
。
受
講
者
は
メ
モ
を

取
る
な
ど
し
て
真
剣
に
学
び
ま
し
た
。

2
月
11
日
、
真
庭
大
使
の
委
嘱

式
が
東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
太
田

市
長
か
ら
豆
原
一
成
さ
ん
に
委
嘱

状
と
名
刺
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
魅
力
を
広
く
発
信
い
た
だ

き
、
認
知
度
や
地
域
イ
メ
ー
ジ
・

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、3
人
目
の
大
使
と
し

て
委
嘱
。
あ
い
さ
つ
で
は
、「
若

い
世
代
に
真
庭
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
。
Ｊ
О
1
、
大
使
と
し
て
頑

張
る
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

外
国
人
介
護
人
材
受
け
入
れ
セ
ミ
ナ
ー

介
護
人
材
確
保
を
目
指
し
て

真
庭
大
使
委
嘱
式

若
い
世
代
へ
真
庭
発
信

災
害
時
に
お
け
る
宿
泊
施
設
の
提
供
に
関
す
る
協
定
締
結

災
害
時
の
生
活
環
境
を
確
保

令
和
6
年
度
真
庭
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議

多
様
性
を
生
か
す
社
会
に

来日予定の日本語学校の学生とオンライン通話

太田市長から委嘱状を交付された豆原一成さん（左）

湯原町旅館協同組合との協定締結式の様子（上）、
ホテル3社との協定締結式の様子（下）

円卓ディスカッションとグラフィックレコードの様子
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JO1豆原一成さん、真庭大使に就任！
＜豆原一成さんって？＞
　ファンからは、よく知っているとお叱りを受けるかも
しれませんが、私のように昭和歌謡の歌手しか馴染み
のない人間もいますから、豆原一成さんを簡単に紹介
させてください。2002年 5 月30日に誕生し、子どもの頃
から地元のダンススクールでダンスを習い、高校在学
中に日本最大級のオーディション番組「PRODUCE 101 
JAPAN」に参加して見事 1位となり、2020年 3 月に11人
組グローバルボーイズグループ「JO1」のメンバーとし
てデビュー。歌や演技と活動の幅を広げ各方面で活躍
されています。NHKの夜ドラ「超人間要塞ヒロシ戦記」
の田中ヒロシ役、TBS日曜劇場「海に眠るダイヤモンド」
に出演していたと言えば、お分かりの方もいるのではと
思います。私は、豆原さんが紅白初出場の時、三山ひろ
しのけん玉リレーのトップに登場し、見事成功したこと
をよく覚えています。

＜真庭大使に就任＞
　一昨年の「20歳の集い」にサプライズ参加した豆ちゃ
ん（愛称）が「観光大使になってふるさと真庭を応援し
たい」とあいさつの中で言ったことが契機になり、2月
11日、東京のホテルで真庭大使の委嘱状を渡しました。
その際の懇談で、エスパスで踊り遊んだこと、父親とよ
く入った湯原温泉のこと、好物のジャージーヨーグルト
と蒜山高原のことなど、懐かしい話に花が咲きました。
また、真庭大使としての決意とともに、毎年帰省する真
庭と若い人へのエール、応援への感謝なども話題になり、
楽しい会話が弾んだことを皆様に報告します。

＜これからの活躍が楽しみ＞
　委嘱式には、地元から山陽新聞社、津山朝日新聞社、
真庭いきいきテレビが参加し、感謝していますし、およ
そ20社のマスコミの取材があったことに人気のほどがよ
く表れています。初の「ワールドツアー」が始まり、4
月には東京ドームでの単独ライブ、さらには 5月に主演
映画が公開されるなど、一層の活躍が期待されます。こ
の活躍を支えるには、プロとしての努力と訓練があるこ
とでしょう。

＜若人よ、幸多き人生を＞
　豆ちゃんの同年代には、オートバイレーサーの松岡玲
さんや宝塚月組の桜之真緒さんもいます。当然ながら、
他にも真庭出身の若者が市内はもとより全国や海外で、
ふるさとに誇りを持って頑張っていることでしょう。こ
の 4月に巣立っていく若者にも幸多からんことを祈りま
す。そして、「ふるさとの山に向かひて言うことなし。
ふるさとの山はありがたきかな」（石川啄木の短歌）と
の思いを抱き続けていただくことを願うものでありま
す。「いつの日にか帰らん」（唱歌「故郷」の歌詞）ことも。

2
月
12
日
、
市
総
合
計
画
審
議
会
か
ら

太
田
市
長
へ
、第
3
次
総
合
計
画
案
を「
適

当
と
認
め
る
」
と
の
答
申
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
同
審
議
会
は
多
様
な
意
見
を
取

り
入
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
有

識
者
か
ら
な
り
、
市
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た

計
画
案
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
答
申
で
は
、
人
口
減
少
・
担
い
手
不

足
対
策
、
医
療
・
福
祉
人
材
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
提
起
さ
れ
た
附
帯

意
見
も
提
出
さ
れ
、
市
は
こ
れ
ら
の
意
見

も
踏
ま
え
、
最
終
案
に
ま
と
め
ま
し
た
。

2
月
15
日
、
中
央
図
書
館
で
、
勝
山
小

学
校
6
年
生
が
1
日
図
書
館
を
運
営
す
る

「
集
ま
れ
‼
中
央
図
書
館
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
中
央
図
書
館
に

も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
勝
山
小

学
校
と
中
央
図
書
館
が
合
同
で
企
画
。
本

の
貸
し
出
し
や
返
却
、整
理
な
ど
の
ほ
か
、

図
書
館
の
館
長
を
児
童
が
務
め
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
や
弁
当
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
少
し
緊
張
し
な
が

ら
も
、
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

真
庭
市
総
合
計
画
審
議
会
か
ら
答
申

第
３
次
総
合
計
画
策
定
へ

集
ま
れ
‼
中
央
図
書
館

み
ん
な
が
集
ま
る
図
書
館
に

ゆっくり丁寧に読み聞かせ

真庭市総合計画審議会の大月会長から太田市長へ提出
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真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数   40,673人(-105)
男     19,605人(-46)
女     21,068人(-59)
世帯数 17,386世帯(-36)
令和7年2月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

実施施設 病児保育おひさま
（みんなのクリニック）

病児保育ひまわり
（勝山病院）

住　　所 真庭市惣195番地5 真庭市本郷1811番地2
予約受付時間 午前7時30分～午後7時 午前8時45分～午後5時45分
連 絡 先 070-3772-0630 070-4238-9439
利用時間 月～水、金、土曜日     午前9時～午後5時 月～土曜日　午前9時～午後5時

休 業 日 木、日曜日、祝日、お盆、年末年始、
その他クリニック休業日 日曜日、祝日、お盆、年末年始

お迎え
サービス

保護者が園などに迎えに行けない場
合、保護者の希望により利用可能で
す。利用にはタクシー代の実費分の
負担（上限1,000円）が必要　※事前
登録が必須、生活保護世帯は無料

令和7年度の利用登録受付開始 毎年度登録が必要です

物価高騰対策 7月31日までに返送を

▼
登
録
方
法

　

真
庭
市
病
児
保
育
事
業
登
録
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
子
育
て
支
援
課
、
各
振

興
局
、
ま
た
は
病
児
保
育
施
設
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
一
度
の
登
録
で
市
内
2
カ
所
の
病
児
保
育

施
設
の
ど
ち
ら
も
利
用
可
能
で
す
。　

▼
利
用
料
金

子
ど
も
1
人
に
つ
き
1
日
あ
た
り
2
0
0
0
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

▼
対
象
者（
①
②
の
両
方
を
満
た
す
子
ど
も
）

①
生
後
6
カ
月
〜
小
学
校
6
年
生

②
病
気
、
ま
た
は
病
気
回
復
期
の
た
め
、
他

の
児
童
と
の
集
団
保
育
が
困
難
な
場
合
で
、

保
護
者
の
仕
事
な
ど
の
都
合
で
家
庭
で
の
保

育
が
困
難
な
子
ど
も

対
象　

世
帯
全
員
が
令
和
6
年
度
分
住
民
税
均
等
割

非
課
税
の
世
帯

案
内
通
知
の
確
認
を　

令
和
6
年
12
月
13
日
時
点
で

真
庭
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
へ
、
市
か
ら
支
給
通

知
書
、
ま
た
は
確
認
書
が
届
き
ま
す
。
案
内
通
知
が

届
い
た
ら
、
必
ず
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
確
認
書
は
、
返
送
が
必
要
で
す
。

返
送
期
限

7
月
31
日
㈭　

当
日
消
印
有
効

病
児
保
育
の
利
用

　

病
児
保
育
の
利
用
に
は
、
毎
年
度

登
録
が
必
要
で
す
。
令
和
７
年
度
の

利
用
登
録
申
請
は
、３
月
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
施
設
利
用
、
手
続
き
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
の
く
ら

し
を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

低
所
得
世
帯
物
価
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
事
業

問  子育て支援課　℡  0867-42-1054(℻1388）
　  Email：kosodate@city.maniwa.lg.jp

問  真庭市給付対策室　給付金コールセンター
  　℡  050-3623-0350( 通話料がかかりま す）
　  受付時間：午前8時30分～午後5時　※土日祝を除く

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

別
途
申
請
が
必
要
な
世
帯

　

未
申
告
者
を
含
む
世
帯
、
Ｄ
Ⅴ
な
ど
に
よ
る
避
難
を

し
て
い
る
世
帯
は
、案
内
通
知
が
送
付
さ
れ
な
い
た
め
、

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
は
、
別
途
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
市
町
村
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養

親
族
な
ど
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

支
給
額　

１
世
帯
当
た
り
３
万
円

※
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
、
児
童
１
人

あ
た
り
2
万
円
加
算
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　4月から市役所閉庁日の日直業務が本庁舎と蒜山振興局に集約
されることに伴い、死亡届出の受付場所が変わります。

　マイナンバーカードを使って、窓口や記載台に設置した端末から証明書の申請ができるサー
ビスを、3月から開始します。コンビニ交付と同じ申請方法のため、手書きでの申請はなくなり、
窓口での手続きの時間も大幅に短くなります。ぜひご利用ください。

▶届出受付場所　 4 月から閉庁日の受け付けは、本庁舎および蒜山振興局のみとなります。
　・閉庁日の午前 8時30分～午後 5時15分　→　本庁舎および蒜山振興局のみ
　・夜間（午後 5時15分～翌日の午前 8時30分）　→　本庁舎のみ
▶お悔やみ放送などを希望する場合
　葬儀 2日前の午後 3時までに届け出をすることで、通夜・葬儀の放送が可能です。
　下記の例のように葬儀まで日にちがある場合は、休日に急いで届け出をしなくても間に合います。
　届出先が遠方の場合は、平日の開庁時間に最寄りの振興局への届け出をご検討ください。

▶交付場所　本庁舎、落合振興局、美甘振興局
▶対応証明書　住民票の写し、印鑑登録証明書、課税証明書
▶手続きの手順
　①設置端末（タブレット）の指示に従って操作を行います。
　　・マイナンバーカードを読み込ませ、暗証番号（4桁）を入力
　　・必要な証明書と部数を選択すると申請終了
▶利用のメリット
　①書かない窓口
　　今まで手書きだった申請書はマイナンバーカードおよび入力内容から生成され、書く手間を省けます。
　　また、本人確認も兼ねたマイナンバーカードによる申請のため、窓口滞在時間も大幅に減少します。
　②行かない窓口
　　コンビニ交付と同じシステムのため、庁舎での申請と同じようにコンビニなどでも手続きができます。
　　最寄りのコンビニなどでは、同様の証明書が土日、祝日、夜間も発行可能です。

②窓口で手数料と引き換えに
　証明書を受け取ります。➡ 

電話で受取日を予約することで、閉庁時にも証明書（住民票の写し・印鑑登録証明書）の受け取りができる「証
明書電話予約サービス」を3月末で終了します。ご不便をおかけしますがご理解をお願いします。
引き続き、閉庁時の証明書取得には、マイナンバーカードを利用したコンビニ交付をご利用ください。

「証明書の電話予約サービス」を3月末で終了します

▶お悔やみ放送などを希望しない場合
　例：4月1日に死亡、4月5日午前10時出棺の場合

　例：4月1日に死亡、4月5日午前10時出棺の場合

4月以降の死亡届出について

らくらく窓口証明書交付サービス開始

4月1日 4月2日 4月3日 4月4日（通夜） 4月5日（葬儀）
死亡日 通夜開式前までに届け出をする 午前10時出棺

4月1日 4月2日 4月3日（葬儀2日前） 4月4日（葬儀前日） 4月5日（葬儀）

死亡日 ̶
午後3時までに届け出
をすると通夜・葬儀の
放送が可能

午後3時までに届け出をする
と葬儀放送のみ可能（通夜
放送不可）

午前10時出棺

問  市民課
　  ℡  0867-42-1112(℻7455）

問  市民課　℡  0867-42-1112(℻7455）
　  Email：shimin@city.maniwa.lg.jp

マイナンバーカードで もっと便利に

真庭市ホームページ▼ 

真庭市
ホームページ
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悩
み
や
不
安
を
誰
に
も
相
談
せ

ず
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う

と
、
孤
立
感
が
深
ま
り
心
の
不
調

が
深
刻
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一

人
で
思
い
悩
ん
で
い
て
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
も
、
誰
か
に
相
談
す

る
こ
と
で
、
解
決
や
良
い
方
向
に

向
か
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
や
あ
な
た
の
周
り
の
人
が
悩
ん

で
い
た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
周
り
の
人

の
違
和
感
に
気
付
い
た
ら
、
ま
ず

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
心

配
す
る
気
持
ち
を
た
だ
伝
え
る
。

そ
れ
が
、
い
の
ち
を
支
え
る
た
め

に
、
最
初
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

■
相
談
先

　

人
と
話
す
こ
と
で
、
心
が
軽
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
談
は

匿
名
で
も
大
丈
夫
で
す
。　

①
こ
こ
ろ
や
体
の
健
康
に
関
す
る

一
般
相
談
窓
口　
　

・
健
康
推
進
課
、ま
た
は
各
振
興
局

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

・
真
庭
保
健
所　
　

℡  
0
8
6
7（
44
）2
9
9
0

②
消
費
生
活
・
困
窮
・
滞
納
・
多

重
債
務
な
ど
生
活
総
合
相
談
窓
口

・
真
庭
市
生
活
総
合
相
談
支
援
室

（
く
ら
し
安
全
課
内
）

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

③
24
時
間
体
制
の
電
話
相
談
窓
口

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

℡  
0
1
2
0（
2
7
9
）3
3
8

・
岡
山
い
の
ち
の
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

℡  
0
8
6（
2
4
5
）4
3
4
3

・
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
・
い
じ
め

1
1
0
番　

℡  
0
8
6（
2
3
1
）3
7
4
1

・
24
時
間
子
供
Ｓ
О
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

℡  
0
1
2
0（
0
）7
8
3
1
0

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

暮
ら
し
の
中
で
の
困
り
事
や
悩

み
事
に
つ
い
て
、
福
祉
や
法
律
の

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
困

っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
15
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時　

■
場
所　

久
世
保
健
福
祉
会
館　

■
料
金　

無
料　

■
予
約　

不
要　

■
相
談
員　

弁
護
士
、司
法
書
士
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
な

ど
の
専
門
家　

■
問
い
合
わ
せ
先　

弁
護
士
法
人

さ
い
わ
い　

真
庭
法
律
事
務
所　

℡  
0
8
6
7（
44
）1
2
5
1

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

軽
自
動
車
税
の
賦
課
基
準
日
は

4
月
1
日
で
す
。
軽
自
動
車
に
つ

い
て
、
令
和
7
年
4
月
1
日
ま
で

に
廃
車
や
譲
渡
の
手
続
き
が
で
き

て
い
な
い
場
合
、
令
和
7
年
度
軽

自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
所
有
し
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
必
ず
3
月
31
日
㈪

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
申
請
先

車
両
の
種
類
に
よ
っ
て
申
請
先
が

異
な
り
ま
す
。

①
1
2
5
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自

転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕

車
を
含
む
）

↓
真
庭
市
役
所
税
務
課
、
ま
た
は

各
振
興
局
窓
口
へ

②
1
2
5
㏄
を
超
え
る
二
輪
車

↓
岡
山
運
輸
支
局　

℡  
0
5
0（
5
5
4
0
）2
0
7
2

③
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車

↓
軽
自
動
車
検
査
協
会　

℡  
0
5
0（
3
8
1
6
）3
0
8
4

■
市
役
所
で
の
手
続
き
に
必
要
な

も
の
（
②
③
に
つ
い
て
は
、
各
申

請
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

・
廃
車　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、

印
鑑

・
譲
渡　

譲
渡
証
明
書
（
旧
所
有

者
の
署
名
・
押
印
が
必
要
）

※
ど
ち
ら
の
場
合
も
届
出
者
の
本

人
確
認
書
類
は
必
要
。
届
出
者
と

申
請
者
が
同
一
世
帯
で
な
い
場
合

は
委
任
状
が
必
要
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
2
4
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

3月の休日急患担当医

2日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221 （℻2223）
・みんなのクリニック （内） ・久世
　0867-45-0379 （℻0375）

9日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161 （℻5331）
・新庄村診療所（内）  ・新庄村
　0867-56-3255 （℻3256）

16日
・落合病院 （内） ・落合
　0867-52-1133 （℻1160）
・金田病院 （外）・落合
　0867-52-1191 （℻1917）
・前原医院 （内）・久世
　0867-42-5267 （℻4978）

20日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671 （℻2989）
・片岡医院（内）・湯原
　0867-62-3400 （℻3490）

23日
・金田病院・落合
　0867-52-1191 （℻1917）
・イケヤ医院 （内）・久世
　0867-42-0122 （℻5401）

30日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221 （℻2223）
・遠藤クリニック（外） ・蒜山
　0867-66-3002 （℻3366）

　　    ～ 4月～
6日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161 （℻5331）
・まにわ整形外科（外）・久世
　0867-42-7300 （℻7301）

診療時間：午前9時～午後5時

3
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

あ
な
た
の
い
の
ち
を
守
り
た
い

ま
に
わ
暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談
会

暮
ら
し
の
困
り
事
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
手
続

手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に

真庭市
キャラクター
まにぞう
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通院・通所距離（片道） 助成額（月額）
１㎞未満 1,000円
１㎞以上５㎞未満 2,000円
５㎞以上10㎞未満 3,000円
10㎞以上15㎞未満 4,000円
15㎞以上20㎞未満 5,000円
20㎞以上 7,000円

問 福祉課　℡  0867-42-1581(℻1369）
　  Email：fukushi @city.maniwa.lg.jp

交通費助成 期限内に申請を

　市内に住所を有する障がいのある人などを対象に、通院・通所に必要な交通費の一部とタクシー利用
券を助成します。該当する人は、福祉課、発達発育支援センター、または各振興局に申請してください。

障がいのある人などへ
通院・通所などの交通費を助成します

①人工透析患者通院交通費助成（後期分）
・ 腎不全などにより人工透析を受けるために通院した人
②特定疾患等医療附帯療養交通費助成（後期分）
・ 特定疾患治療研究事業に関する対象疾患、または難病
　法に規定する指定難病の治療を受けるため、1カ月に4回
　以上通院した人
③心身障害児・者及び精神障害者通所授産施設等
　通所交通費助成（後期分）
・ 授産施設などに1カ月の開所日のうち半数以上通所した人
④療育訓練通所交通費助成（後期分）
・ 専門療育機関、または医療機関へ療育訓練などのため、
　 1カ月に2回以上通所した18歳未満の人
▶①～④の申請期限 4月11日㈮   

⑤タクシー利用券助成 （在宅の人限り） ※①～④との併用不可
・ 視覚・聴覚・上肢・上下肢の障がいにより身体障害
　者手帳1、2級の交付を受けている人 
・ 下肢・体幹の障がいにより身体障害者手帳1～3級の
　 交付を受けている人
・ 知的障がいにより療育手帳Ａの交付を受けている人

※令和6年10月分～令和7年3月分の後期分の申請になります。

▶⑤の助成額
 利用券　月額3,000円（年額36,000円）
▶⑤の対象期間　令和7年度分
▶⑤の申請期間 3月10日㈪～31日㈪
※4月以降も申請は可能ですが、満額
　支給ではなくなります。

▶①②③の助成額

▶④の助成額
通所距離（片道） 通所回数（月） 助成額（月額）

20㎞以上 2回以上4回未満 3,500円
4回以上    　　　 7,000円

▲①～④に
　ついて
▼⑤について

月
の
期
間
内
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
を
1
回
、
ま
た
は
2
回
接
種

し
て
い
る
人

■
助
成
期
間

令
和
8
年
3
月
31
日
㈫
ま
で

■
接
種
費
用　

無
料

■
助
成
回
数　

3
回
完
了
ま
で

■
接
種
方
法

◯
岡
山
県
内
で
接
種
す
る
場
合

医
療
機
関
へ
直
接
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

◯
県
外
で
接
種
す
る
場
合

接
種
す
る
前
に
真
庭
市
に
申
請
が

必
要
で
す
。

※
申
請
に
つ
い
て
は
、
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢
定
期
接
種｣

の

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
か
ら
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

で
き
る
ま
で
に
2
〜
3
週
間
か
か

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホｰ

ム
ペｰ

ジ
▼

　

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
差
し

控
え
に
よ
り
定
期
接
種
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人
を
対
象
に
、
令
和

7
年
3
月
ま
で
の
予
定
で
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。真
庭
市
で
は
、キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
対
象
者
の
約
半
数
の
人
が

接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
希
望
者
が
全
国
的
に
多

く
、
ワ
ク
チ
ン
の
出
荷
量
が
不
足

し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

公
費
助
成
期
間
を
1
年
間
延
長
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
度
が
定
期
接

種
対
象
の
最
終
年
度
で
あ
る
高
校

1
年
生
相
当
の
人
も
同
様
に
延
長

さ
れ
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人

で
、
ま
だ
1
度
も
接
種
し
て
い
な

い
人
は
、3
月
31
日
㈪
ま
で
に
1

回
目
の
接
種
を
受
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
延
長
対
象
者　

接
種
日
に
真
庭
市
に
住
民
票
が
あ

り
、
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す
る

人①
平
成
9
年
度
〜
平
成
20
年
度
生

ま
れ
の
女
性

②
令
和
4
年
4
月
〜
令
和
7
年
3

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

助
成
期
間
延
長

真庭市
ホームページ
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就
職
し
て
会
社
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
や
、
退
職
し
て
会

社
の
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険

の
脱
退
や
加
入
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
は
世
帯
主
、
も
し

く
は
同
一
世
帯
の
世
帯
員
が
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
（
同
一
世
帯
員

以
外
の
人
は
委
任
状
が
必
要
）。

■
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
届
け
出

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
が
新
た
に
会
社
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
場
合
に
は
、
国
民
健

康
保
険
の
脱
退
の
届
け
出
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
脱
退
の
届
け

出
を
行
わ
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も

国
民
健
康
保
険
税
が
賦
課
さ
れ
続

け
、
会
社
の
保
険
料
と
重
複
し
て

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ
イ

ナ
保
険
証
（
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
登
録
を
行
っ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
い
る
人

で
あ
っ
て
も
、
自
動
的
に
は
資
格

が
変
更
さ
れ
な
い
の
で
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。　

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

・
国
民
健
康
保
険
証
（
返
却
）

・
新
た
に
加
入
し
た
医
療
保
険
者

が
発
行
す
る
資
格
確
認
書
、
ま
た

は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

・
届
出
人
の
本
人
確
認
で
き
る
書

類・
世
帯
主
と
脱
退
す
る
人
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
分
か

る
も
の　
　

■
国
民
健
康
保
険
加
入
の
届
け
出

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

・
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、

ま
た
は
離
職
票
（
退
職
日
や
資
格

喪
失
日
が
記
載
さ
れ
た
書
類
）

・
届
出
人
の
本
人
確
認
で
き
る
書

類・
世
帯
主
と
加
入
す
る
人
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
分
か

る
も
の

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を
受

け
る
場
合
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。　

■
国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

①
外
傷
性
の
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、

ね
ん
ざ　
　

※
骨
折
、
脱
臼
に
つ
い
て
は
医
師

の
同
意
が
必
要　

■
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

①
慢
性
的
な
病
気　

②
肩
こ
り
や
、
肉
体
疲
労
か
ら
の

回
復
目
的　

③
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
業
務

中
の
け
が
な
ど

■
施
術
を
受
け
る
際
の
注
意
点　

①
療
養
費
支
給
申
請
書
の
負
傷
原

因
、
負
傷
名
、
受
診
日
数
、
金
額

を
よ
く
確
認
し
、
必
ず
自
分
で
署

名
し
ま
し
ょ
う
。　

②
同
一
の
け
が
に
つ
い
て
、
病
院

で
の
治
療
と
の
重
複
は
で
き
ま
せ

ん
。　

③
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
、
内
容

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。　

④
施
術
が
長
引
く
場
合
、
内
科
的

な
要
因
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
医

師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。　

⑤
治
療
内
容
に
つ
い
て
真
庭
市
か

ら
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
り
、
草
花

が
咲
き
始
め
る
時
期
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
時
期
、「
ケ
シ
」
の
花

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ケ
シ
に
は
、
植
え
て
も
よ
い

ケ
シ
と
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ

が
あ
り
ま
す
。
植
え
て
は
い
け
な

い
ケ
シ
を
見
つ
け
た
ら
、保
健
所
、

ま
た
は
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　

■
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
の
特

徴・
茎
に
毛
が
生
え
て
い
な
い
（
少

な
い
）　

・
葉
が
茎
を
包
み
込
ん
で
い
る　

・
葉
の
ふ
ち
の
切
れ
込
み
が
浅
い

・
葉
が
ロ
ウ
質
を
帯
び
て
い
て

白
っ
ぽ
い　
　

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
真
庭
保
健
所
衛
生
課　

℡  
0
8
6
7（
44
）2
9
1
8

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
閉

庁
日
除
く
）

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険

整
骨
院
・
接
骨
院
に
か
か
る
と
き

原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ
う

植
え
て
は
い
け
な
い

「
ケ
シ
」に
注
意

保
健
所
や
警
察
署
に
連
絡
を

▶ 問い合わせ先
　総合政策課
　℡  0867-42-1169
　℻0867-42-1353

真庭市
ホームページ▶

▶ まにこいんとは
　スマートフォンを
　使った地域オリジ
　ナルの電子通貨
▶ 単位
　1まにぃ=1円
▶ ポイント
　1%のポイント還元
▶ 使えるお店
　市内246店舗で
　利用可能

▶ 総流通量
378,219千円

▶ 利用者数
　23,890人
　　 （2月17日時点）

アプリの使い方や加盟
店の申し込みなど、詳し
くはホームページをご確
認ください。
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こ
の
時
期
は
、
野
焼
き
な
ど
外
で
火
を
扱

う
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。３
月
か
ら
５
月

の
春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
い
日

も
多
い
た
め
火
の
取
り
扱
い
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。
野
焼
き
を
す
る

際
は
、
消
防
署
に
届
け
出
を
行
い
、
水
な
ど
の
消
火
で
き
る
も
の
を
用
意

し
、
風
の
無
い
安
全
な
日
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
3
〜
5
月
が
特
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す

　

令
和
６
年
は
、
野
焼
き
が
拡
大
し
て
火
災
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
10
件
発

生
し
ま
し
た
。命
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、財
産
も
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
、
火
を
つ
け
る
際
は
責
任
を
も
っ
た
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

野
焼
き
を
す
る
際
は
、
前
日
ま
で
に
消
防
署
へ
届
け
出
を
す
る
よ
う
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届
け
出
の
方
法
は
、
書
面
や
電
話
で
の
申
請

の
ほ
か
、
電
子
申
請
に
よ
る
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。
届
け
出
を
行

う
こ
と
で
防
げ
る
火
災
も
あ
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
子
申
請
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

※
ゴ
ミ
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
を
行
っ
て
良
い
の
は

枯
れ
木
や
枯
れ
草
の
み
で
す
。

▼
拡
大
す
る
原
因
で
多
い
の
は
消
火
の
準
備
を
し
て
い
な
い
こ
と
で
す

　

水
バ
ケ
ツ
や
家
庭
用
の
水
道
ホ
ー
ス
な
ど
、
消
火
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。
野
焼
き
に
よ
る
火
災
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
罰
を
問
わ
れ
、
罰

金
や
科
料
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
消
火
の
準
備
を
し

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

問  真庭消防署　℡  0867-42-1190(℻1672）
　  Email：maniwashobo@city.maniwa.lg.jp

問  消防本部総務課　℡  0867-42-1190(℻1672）
　  Email：shobohonbu@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

野焼きなど火災と紛らわしい行為 前日までの届け出が必要です

4月1日～ 蒜山振興局の隣に移転

野
焼
き
に
よ
る

火
災
に
注
意

真庭消防署蒜山分署が、4月1日㈫から、新庁舎へ移転します。

真庭消防署
蒜山分署 4月1日から新庁舎へ移転します

▶蒜山分署新庁舎所在地
　〒717-0504　真庭市蒜山下福田300-１
　℡  0867-66-2119　℻  0867-66-2119　※電話・ファックスに変更はありません。
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地
域
内
放
送
は
、
地
域
自
主
組

織
や
自
治
会
な
ど
の
組
織
か
ら
所

属
す
る
範
囲
（
エ
リ
ア
、
住
宅
な

ど
）
へ
周
知
連
絡
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
、
自
治
会
長
な
ど
が
真

庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使

い
、
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
の
こ
と
で
す
。
自
治
会
長
な

ど
代
表
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
変
更
の
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。

■
手
続
方
法　

手
続
き
に
必
要
な
申
請
書
は
、
真

庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
電
子
申
請
で
も
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
紙

で
提
出
す
る
場
合
は
、
秘
書
広
報

課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
振
興
局
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
広
報
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
3

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
業

務
委
託
、
物
品
購
入
な
ど
の
契
約

方
法
に
つ
い
て
、４
月
か
ら
電
子

契
約
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
契
約

締
結
が
可
能
と
な
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
と
は　

電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、電
子

契
約
）と
は
、書
面
へ
の
記
名
押
印
に

よ
る
従
来
の
契
約
書
作
成
に
代
わ

り
、ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
上
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
た
契
約
書
デ
ー
タ
に

電
子
署
名
を
施
す
こ
と
で
契
約
締

結
を
可
能
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
電
子
契
約
の
メ
リ
ッ
ト　

・
契
約
締
結
ま
で
の
時
間
短
縮

（
最
短
1
分
）　

・
契
約
書
の
印
刷
、
製
本
作
業
や

郵
送
が
不
要　

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

・
収
入
印
紙
の
貼
付
が
不
要
（
受

注
者
側
）
な
ど　

■
対
象
と
な
る
契
約
（
税
込
み
請

負
金
額
）　

・
工
事
請
負
契
約（
1
3
0
万
円
以
上
）

・
業
務
委
託
契
約
（
50
万
円
以
上
）

・
物
品
売
買
契
約
（
20
万
円
以
上
）

※
対
象
範
囲
は
順
次
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

※
電
子
契
約
で
の
契
約
締
結
に
つ

い
て
は
事
業
者
の
同
意
が
あ
る
場

合
に
の
み
実
施
す
る
も
の
と
し
、

従
来
通
り
書
面
で
の
契
約
も
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
真
庭
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

財
産
活
用
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
1
1
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

岡
山
県
北
の
企
業
1
9
7
社
を

掲
載
し
た
冊
子
「
つ
や
ま
広
域
企

業
ガ
イ
ド
2
0
2
6
」
を
、3
月

下
旬
に
発
行
し
ま
す
。
就
職
活
動

中
の
学
生
や
、
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
希

望
者
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
企

業
情
報
に
加
え
て
、
採
用
情
報
や

勤
務
条
件
が
分
か
り
、
岡
山
県
北

へ
の
就
職
を
検
討
し
て
い
る
人
に

必
須
の
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
配
布
希
望
者
は
、
産
業
政
策

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
政
策
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
3
3

℻
0
8
6
7（
42
）3
9
0
7

■
津
山
広
域
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

令
和
7
年
4
月
に
改
正
建
築
基

準
法
が
施
行
さ
れ
、
都
市
計
画
区

域
外
の
地
域
で
も
、2
階
建
て
以

上
、
ま
た
は
床
面
積
が
2
0
0
平

方
㍍
を
超
え
る
木
造
建
築
を
す
る

と
き
は
、
建
築
確
認
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

建
築
を
依
頼
す
る
設
計
事
務
所
・

工
務
店
な
ど
の
事
業
者
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導

課℡  
0
8
6（
2
2
6
）7
4
9
9

℻
0
8
6（
2
3
1
）9
3
5
4

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

改
正
建
築
基
準
法
施
行

建
築
確
認
が
必
要
と
な
る

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

代
表
者
変
更
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

地
域
内
放
送
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い

つ
や
ま
広
域
企
業
ガ
イ
ド

2
0
2
6
発
行

岡
山
県
北
の
企
業
情
報
を

集
め
た
冊
子

真庭と
大阪、東京を
結ぶ高速バス
が運行開始
3月1日㈯から

4月1日㈫から

詳しくは、真庭観光局ホー
ムページをご覧ください。

真庭観光局
ホームページ▶

大阪 真庭
〇大阪行き 【乗車のみ】
12:10　蒜山高原
　（道の駅風の家）発

↓
16:00　WILLERバス
ターミナル大阪梅田 着
〇米子・松江・出雲行き
   【降車のみ】
12:00　WILLERバス
ターミナル大阪梅田 発

↓
15:10　蒜山高原
　（道の駅風の家）着

東京 真庭
東京と米子・松江・出雲
を結ぶ便に、久世ICでの
乗降が可能になります。
〇東京行き【乗車のみ】
21:35　久世IC発

↓
翌7:40　新宿駅南口
　　（バスタ新宿）着
〇米子・松江・出雲行き
   【降車のみ】
19:40　新宿駅南口
　　（バスタ新宿）発

↓
翌5:20　久世IC着
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・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の

う
ち
、「
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
」
が
特
別
項

症
か
ら
第
2
項
症
の
人
、「
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の

障
害
」
が
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症
の
人　
　

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
介
護

5
と
認
定
さ
れ
た
人　
　

※
こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
真
庭
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
請
し
て
、
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
投
票

証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す
る

た
め
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報
の
発
行　
　
　

　

候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な
ど
を
掲
載
し
た
選

挙
公
報
を
新
聞
に
折
り
込
ん
で
配
布
し
ま
す
。

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
は
、
真
庭
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
連
絡
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
各

庁
舎
で
も
配
布
し
て
い
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ま
で
の
選
挙
で
申
し
込
ん
で
い
た
人

に
は
、
今
回
も
郵
送
し
ま
す
。

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時　

○
投
票
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
各
振
興
局
の
期
日
前
投

票
所　
　

※
期
日
前
投
票
は
住
所
地
に
関
係
な
く
、
い
ず

れ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　
　

※
投
票
所
の
裏
面
の
「
宣
誓
書
」
に
事
前
に
記

入
し
て
お
く
と
受
け
付
け
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
す
。　

■
不
在
者
投
票　
　

○
市
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
投
票

　

仕
事
な
ど
で
遠
方
の
市
区
町
村
に
長
期
間
滞

在
し
て
い
る
人
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
投
票
用
紙
の
請
求
な
ど
郵
送
に
日
数

を
要
す
る
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。　

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
の
投
票　
　
　

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の

人
は
、施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

○
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
次
に
該
当

す
る
人
は
、
そ
の
障
が
い
の
部
位
に
よ
っ
て
、

自
宅
で
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

の
う
ち
「
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害
」

が
1
級
も
し
く
は
2
級
の
人
、「
心
臓
、じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
」

が
1
級
も
し
く
は
3
級
の
人
、「
免
疫
、
肝
臓

の
障
害
」
が
1
級
か
ら
3
級
の
人

■
告
示
日　

4
月
6
日
㈰　

■
投
票
日
・
投
票
時
間　
　

4
月
13
日
㈰　

午
前
7
時
〜
午
後
6
時　

■
投
票
場
所　

　

入
場
券
の
表
面
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、3
月
21
日
現
在

で
選
挙
人
名
簿
を
作
成
す
る
の
で
、3
月
22
日

以
降
に
転
居
の
手
続
き
を
し
た
人
は
、
転
居
前

の
住
所
エ
リ
ア
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
人　

　

平
成
19
年
4
月
14
日
（
14
日
を
含
む
）
ま
で

に
生
ま
れ
、
令
和
7
年
1
月
5
日
ま
で
に
真
庭

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き

真
庭
市
に
住
ん
で
い
る
人
。

　

な
お
、
投
票
日
ま
で
に
、
市
外
に
転
出
し
た

人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。　

■
持
参
す
る
も
の　
　

　

入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
は

4
月
1
日
㈫
か
ら
告
示
日
の
6
日
㈰
ま
で
に
順

次
発
送
し
ま
す
。6
日
を
過
ぎ
て
も
入
場
券
が

届
か
な
い
場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き

る
の
で
、投
票
所
受
付
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
所　

　

次
の
期
間
で
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所
が
混
雑
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
密
集
を
避
け
る
た
め
、

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

○
期
日
前
投
票
期
間　

4
月
7
日
㈪
〜
12
日
㈯

問  真庭市選挙管理委員会事務局　℡  0867-42-1072(℻1341）
　  Email：senkyo@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

私たちの一番身近な選挙 みんなそろって投票しよう

　令和 7年 4月23日の任期満了に伴
い、真庭市長および真庭市議会議員
選挙を執行します。市民の代表者を選
ぶ大切な選挙です。有権者の皆さん、
大切な一票をぜひ投票しましょう。

真庭市長・真庭市議会議員選挙

投票日は4月13日㈰

▶立候補予定者説明会　
　日時　3月10日㈪
　　　　午後1時30分～
　　　　（受け付け　午後1時～）
　場所　久世公民館
▶立候補届出書類の事前審査　
　日時　3月24日㈪～25日㈫
　　　　両日ともに
　　　　午前9時～午後5時
　場所　久世公民館
▶立候補届出の受け付け　
　日時　4月6日㈰
　　　　午前8時30分～午後5時
　場所　久世公民館

《立候補する人へ》
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問  産業政策課　℡  0867-42-1033(℻3907）
　  Email：sangyou@city.maniwa.lg.jp

問  真庭いきいきテレビ　℡  0867-42-7205(℻7201）
　  URL：https://www.iki-iki.or. jp/

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

「森の芸術祭　晴れの国・岡山」特別連携企画 アートがもたらす地域の未来

　真庭市に住んでいる人
だけでなく、市外に住ん
でいる人にも、真庭市の
景観の良さや住み心地を
もっと感じてもらうため
に作成したデジタルフォ
トブックです。美しい自
然だけでなく、まちの風
景、人々の様子など、文
化と自然が調和した写真
を募集し、掲載していま
す。ぜひ真庭市ホームペー
ジからご覧ください。

■掲載写真数　97枚
■写真の撮影期間
　2023年10月 1 日～
  2024年 9 月30日
■写真のテーマ　
　・まちの風景とランドマ
　　ーク
　・まちの風景 季節感
　・まちの人々と文化　
　・まちと自然の調和　
　・まちなかの日常
■問い合わせ先
　まちづくり推進課
　TEL0867-42-7781
　FAX0867-42-1988
■真庭市
　ホームページ▼

 真庭いいんじゃない
～まちのフォトブック～

▶日　　時　 3 月20日㈭  午後 1 時～　
▶日　　程
　・午後 1 時　　　開会　森の芸術祭　真庭市の取り組み紹介　
　・午後 1 時30分
　　　～午後 3 時　妹島和世氏講演会　
▶場　　所　勝山文化センターポンテホール　
▶参 加 費　無料　
▶申込方法　申込フォームから申し込み 申込フォーム▶  　　　　  

妹島和世氏
茨城県生まれ。建築家。真庭大使。
主な受賞歴に日本建築学会賞*、ベネチアビエンナーレ国際建
築展金獅子賞*、プリツカー賞*、フランス芸術文化勲章オフィ
シエ、紫綬褒章、文化功労者など。
主な建築作品として金沢21世紀美術館* （金沢市）、ROLEX
ラーニングセンター* （スイス）、ルーヴル・ランス* （フラン
ス）などがある。（*はSANAAとして）

今日のほっ♡とまに
チャンでは、その日
のニュースのライン
ナップを、市からの
お知らせでは、分野
ごとにさまざまなコ
ンテンツを見ること
ができます。

ⒸSANAA

　「森の芸術祭」が魅せた、地域とアートの新しい可能性。参加アーティ
ストであり、真庭大使も務める建築家の妹島和世氏が、その可能性を丁
寧にひもとき、地域の未来を照らし出す「アート」について語ります。

　真庭いきいきテレビ（MIT）のデータ放
送画面が新しくなります。よりシンプルで
使いやすくなったデータ放送をぜひご活用
ください。プチ

 真庭いきいきテレビ
データ放送画面
　  リニューアル

妹島和世氏講演会

環境と建築
～アートが地域にもたらすもの～

新しいMITデータ放送 ぜひご活用ください

　新しい
　データ放送
◀トップ画面
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蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
岡

山
県
出
身
の
美
術
家
、
大
西
伸
明

（
お
お
に
し 

の
ぶ
あ
き
）
氏
の
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。大
西
氏
は
、

身
近
な
も
の
を
型
取
り
し
、
実
物

と
見
ま
が
う
よ
う
な
精
緻
な
仕
上

げ
を
施
し
た
立
体
作
品
や
、
繊
細

な
版
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
単

な
る
「
そ
っ
く
り
で
び
っ
く
り
」

を
超
え
、
こ
ち
ら
の
現
実
感
が
ゆ

ら
ぐ
ほ
ど
の
作
品
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
今
回
の
個
展
で
は
、
展

覧
会
の
た
め
の
新
作
に
加
え
、
こ

れ
ま
で
の
作
品
も
展
示
し
、
そ
の

活
動
の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

■
会
期

3
月
15
日
㈯
〜 

7
月
6
日
㈰　

※
休
館
日　

毎
週
水
曜
日　

■
会
場　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

■
開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は

午
後
4
時
45
分
ま
で
）　

■
入
館
料　
　

・
一
般
（
高
校
生
以
上
） 

1
人
に

つ
き
5
0
0
円　

・
中
学
生
以
下
無
料　

※
蒜
山
郷
土
博
物
館
の
入
館
券
の

半
券
の
提
出
で
1
0
0
円
引
き
。

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
な

ど
は
2
5
0
円
（
介
護
者
1
人
無

料
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■GREENable
HIRUZEN

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
短
歌
協
会
で
は
、
短
歌
技

能
の
向
上
と
同
好
者
の
交
流
親
睦

を
目
的
と
し
て
、
短
歌
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

3
月
29
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時　

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

■
内
容　

2
0
2
3
年
度
真
庭
短

歌
大
会
作
品
集
掲
載
歌
を
中
心

に
、
参
加
者
に
よ
る
批
評
鑑
賞
、

作
者
の
自
注
、
講
師
の
講
評
添
削

を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者  

短
歌
に
興
味
の
あ
る
人

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
。　

■
申
込
期
限　

3
月
20
日
㈭　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
短
歌
協
会
事
務
局　

岡
田

℡  
0
8
6
7（
52
）0
7
0
9

℻
0
8
6
7（
52
）0
7
0
9

　

毎
年
真
庭
市
で
開
催
さ
れ
る
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

映
画
祭
、
ニ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
映
画

祭
。
今
年
は
第
3
回
目
を
迎
え
ま

す
。
本
映
画
祭
が
注
目
す
る
若
手

作
家
の
特
集
や
、
い
ま
観
た
い
選

り
す
ぐ
り
映
画
の
上
映
、
町
の
飲

食
店
と
連
携
し
た
「
シ
ネ
マ
de
の

み
〜
の
」
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
関
連
企
画
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
つ
く
る

映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。

完
成
作
品
を
最
終
日
に
プ
レ
ミ
ア

上
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
随
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

■
会
期　

3
月
21
日
㈮
〜
23
日
㈰

■
場
所
お
よ
び
定
員　

・
ビ
ク
ト
リ
ィ
シ
ア
タ
ー
（
真
庭

市
久
世
2
5
8
1
）　

定
員
25
人

・
中
央
図
書
館　

定
員
50
人
程
度

■
参
加
費　

〇
鑑
賞
券

・ 

1
回
券  

前
売
り
1
0
0
0
円
、

当
日
1
3
0
0
円

・
フ
リ
ー
パ
ス　

前
売
り

5
5
0
0
円
、
当
日
6
5
0
0
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料　

〇「
シ
ネ
マ
de
の
み
〜
の
」チ
ケ
ッ
ト

1
セ
ッ
ト
5
枚
綴
り
4
0
0
0
円 

※
1
枚
で
1
プ
ロ
グ
ラ
ム
鑑
賞
可

能■
申
込
方
法　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
前
売
り
券
を
購
入
、
ま
た
は

当
日
券
を
会
場
で
購
入

■
問
い
合
わ
せ
先　

ニ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
映
画
祭
実
行
委
員
会　

Mail info@
ngff.jp

■NGFF

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

か
つ
て
冬
の
蒜
山
で
は
、
近
隣

で
集
ま
っ
て
行
う
共
同
作
業
後

に
、
小
さ
な
宴
会
を
催
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
際
に
は
、
三
味
線
や

銭
太
鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
安
来
節
保
存
会
大
師
範
で
も

あ
る
二
若
修
氏
に
よ
る
三
味
線

と
、
蒜
山
銭
太
鼓
保
存
会
、
川
上

小
学
校
銭
太
鼓
ク
ラ
ブ
に
よ
る
銭

太
鼓
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

3
月
29
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
45
分　

■
場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館　

■
定
員　

40
人

（
座
席
数
を
超
え
た
場
合
は
立
ち

見
と
な
り
ま
す
）

■
参
加
費　

3
0
0
円（
入
館
料
）

■
申
し
込
み　

不
要　

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

蒜
山
郷
土
博
物
館

℡  
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

℻
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組

合
・
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
（
直

柱
つ
き
）2
基
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

（
曲
柱
つ
き
）4
基
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
（
鏡
面
の
み
）
13
基
、
交
通

安
全
雨
傘
3
0
0
本
、
交
通
安
全

夜
光
た
す
き
2
4
0
本
、
ス
ポ
ー

ク
リ
フ
レ
ク
タ
ー
18
個
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
マ
ル

イ
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
キ
ャ
ピ

タ
ル
か
ら
、
教
育
費
指
定
寄
付
金

と
し
て
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

津
田
正
人
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

か
ら
、
教
育
費
指
定
寄
付
金
と
し

て
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

参
加
者
募
集

短
歌
研
修
会

ニ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
映
画
祭

2
0
2
5

映
画
の
祭
典
が
今
年
も
開
催

蒜
山
民
謡
を
味
わ
い
尽
く
す
会

〜
銭
太
鼓
と
と
も
に
〜

蒜
山
郷
土
博
物
館
鑑
賞
会

大
西
伸
明
展 

あ
ら
ゆ
る
透
明

な
ユ
ー
レ
イ
の
複
合
体

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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▼体力合計得点平均値推移

▼体力合計得点と各種目の平均

徒
の
体
力
は
全
国
と
比
べ
て
引
き
続
き

高
い
状
態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

2
．質
問
紙
調
査
か
ら

　
「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
は

好
き
で
す
か
」「
体
育
（
中
学
校
は
保

健
体
育
）
の
授
業
は
楽
し
い
で
す
か
」

と
い
っ
た
質
問
に
対
し
て
は
、
小
、
中

学
校
の
ほ
ぼ
全
て
で
肯
定
的
（
好
き
、

や
や
好
き
）
な
回
答
の
割
合
が
、全
国
、

岡
山
県
の
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
真
庭

市
の
子
ど
も
た
ち
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
意
欲
や
関
心
が
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

3
．調
査
結
果
を
受
け
て

　

真
庭
市
に
お
け
る
「
令
和
6
年
度
全

国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調

査
」
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
実
技
種
目
で

全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
真
庭
市
教
育
委
員
会
で
作
成
し
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
も
示
し
て
い
る

「
一
緒
に
楽
し
む
」
と
い
う
視
点
を
大

切
に
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
活
動
に
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。

引
き
続
き
こ
れ
ら
の
視
点
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
以
下
の
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

【
学
校
で
の
主
な
取
り
組
み
】

・
体
育
の
授
業
内
に
お
け
る
活
動
で
、

一
定
の
運
動
量
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

１
．結
果
に
つ
い
て

▼
体
力
合
計
得
点
と
各
種
目
の
平
均

　

令
和
6
年
度
の
調
査
で
も
、
多
く
の

実
技
種
目
で
全
国
・
県
平
均
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
ボ
ー
ル
投

げ
で
は
高
い
平
均
値
が
出
て
い
る
ほ

か
、握
力
、上
体
起
こ
し
、50
㍍
走
で
は
、

小
5
男
女
、
中
2
男
女
全
て
で
平
均
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
で

は
中
学
校
で
や
や
課
題
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
経
年
変
化
か
ら
年
度
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
も
の
の
、
真
庭
市
の
児
童
生

導
な
ど
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
教
育
委
員
会
で
は
、
調
査
の

結
果
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
課
題
、

そ
し
て
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
体
力
、
運
動
能
力
の
向
上

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
実
施
し
た
、「
全
国
体
力
・

運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
の
結

果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
小
学
校
5
年
、
中
学
校
2

年
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
真
庭
市

の
各
小
中
学
校
で
は
、
調
査
の
結
果
か

ら
、
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
や

運
動
習
慣
な
ど
を
把
握
・
分
析
し
、
学

校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指

 運動習慣等調査  真庭市結果概要
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〇運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか。

〇中学校に進んだら、授業以外でも自主的に運動（体を動かす遊びを含む）
　やスポーツをする時間を持ちたいと思いますか。

〇中学校を卒業した後も、自主的に運動（体を動かす遊びを含む）や
　スポーツをする時間を持ちたいと思いますか。

〇体育（中学校は保健体育）の授業は楽しいですか。

小学校

中学校

小学校

中学校
　

真
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
良
さ
で
あ
る

「
体
力
」
を
基
盤
に
、
今
後
も
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、
真
庭
市
が

目
指
す
「
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を

備
え
、
夢
を
も
っ
て
自
ら
学
ぶ
子
ど
も

の
育
成
」
の
具
現
化
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
教
育
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

慣
を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

真
庭
市
が
目
指
す
教
育
に
向
け
て

　

現
在
「
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
真
庭
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
環
境
を
見
直
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
「
や
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
叶
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。

ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
県
の
事
業

を
活
用
し
た
り
、
各
地
域
の
体
育
行
事

へ
の
参
加
を
啓
発
し
た
り
す
る
な
ど
、

各
校
の
実
態
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
家
庭
へ
の
お
願
い
】

　

子
ど
も
た
ち
の
体
力
や
運
動
習
慣
の

現
状
に
つ
い
て
、
家
庭
で
も
語
り
合
う

と
と
も
に
、
ぜ
ひ
一
緒
に
運
動
を
楽
し

み
、
健
康
的
に
過
ご
す
た
め
の
運
動
習

活
動
内
容
を
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

・
子
ど
も
が
挑
戦
し
た
く
な
る
よ
う
な

活
動
や
、
交
流
や
協
力
が
で
き
る
よ
う

な
課
題
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
通
し
て

「
運
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
」
子

ど
も
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

・
学
校
行
事
と
し
て
体
育
集
会
な
ど（
マ

ラ
ソ
ン
、
な
わ
と
び
、
球
技
な
ど
）
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
休
み
時
間
を
活

用
し
た
全
校
遊
び
、
全
校
マ
ラ
ソ
ン
な

      令和6年度全国体力・運動能力、 

真庭市ホームページ▲

詳しくは、真庭市ホームページ「令和 6年度全国体力・運動
能力、運動習慣等調査　真庭市結果概要」をご覧ください。
▶問い合わせ先
　学校教育課　0867-42-1087 （℻  1416）
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◎テーマは

 「地域の魅力」 です。
地域の取組みや催しなど、魅
力と感じる事について、200
字程度でお寄せください。

◎川柳の兼題は
　「甘い」 です。
　
お便り・川柳は、同封のはが
きをご利用ください。締め
切りは3月25日㈫です。

　
「
オ
ギ
ャ
ー
」。
可
愛
い
、
愛
す

べ
き
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
で
す
。
思

い
出
し
ま
せ
ん
か
？
我
が
子
の
産

声
を
。
母
親
に
な
っ
た
瞬
間
を
。

私
た
ち
も
こ
う
し
て
産
声
を
上

げ
、
母
親
と
な
ら
し
め
た
事
を
。

子
ど
も
を
産
む
の
に
は
、
た
く
さ

ん
の
準
備
が
必
要
で
す
。
心
、
身

体
、
物
？
喜
び
を
持
っ
て
肌
着
、

オ
ム
ツ
な
ど
多
大
な
準
備
を
し
ま

し
た
ね
。
け
れ
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
子
ど
も
、
成
人
、
そ
し
て
老
人

と
な
り
ま
す
。
今
度
は
何
の
準
備

が
要
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
自
分
が

死
ん
だ
後
の
保
険
？
子
ど
も
に
は

迷
惑
を
掛
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
、
保
険
を
掛
け
ま
し
ょ
う

と
。
い
わ
ゆ
る
葬
式
代
？
昔
、
エ

ジ
プ
ト
の
王
様
は
即
位
と
同
時

に
、
20
数
年
も
の
長
い
期
間
を
か

け
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
造
る
と
あ
り

ま
す
が
、
あ
な
た
は
死
後
の
世
界

を
信
じ
て
い
ま
す
か
？

　
『
？
』
の
マ
ー
ク
が
何
個
つ
こ

う
と
も
、
今
の
世
で
は
分
か
り
ま

せ
ん
ね
。
世
界
で
ど
の
位
の
宗
教

が
死
後
の
世
界
を
推
奨
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
昔
か

ら
、
死
ん
だ
ら
土
に
還
る
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
昔
は
土
葬
で
し

た
か
ら
、
土
に
還
る
と
言
わ
れ
て

も
納
得
で
す
が
…
。
戦
争
で
亡
く

な
り
、
土
葬
に
さ
れ
て
い
た
息
子

を
、
母
親
が
亡
く
な
っ
た
時
に
掘

り
起
こ
し
、
骨
と
な
っ
た
息
子
を

母
親
の
胸
に
抱
か
せ
て
埋
め
な
お

し
ま
し
た
。
準
備
と
い
う
言
葉
に

は
、
楽
し
い
事
、
悲
し
い
事
、
辛

い
事
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
嬉
し

い
、
楽
し
い
、
そ
ん
な
準
備
を
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

楽
し
い
事
を
し
た
い
と
の
心
の

準
備
も
忘
れ
ず
に
！

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《5月号読書の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

 「
準
備
」

「
何
の
準
備
が
必
要
か
な
？
」

PN 

う
〜
ち
ゃ
ん
さ
ん（
栗
原
）

▲PN しろいさん

　

自
然
災
害
は
以
前
の
被
害
を
忘

れ
た
頃
に
再
び
起
こ
る
の
で
、
何

事
も
日
頃
か
ら
油
断
す
る
こ
と
な

く
備
え
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
近
年
は
天
災
は
忘
れ
る
間
も

無
く
発
生
し
、
大
き
な
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
30
年
前
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死
者

6
4
0
0
人
超
、
負
傷
者
は
4
万

人
以
上
、
家
屋
全
半
壊
や
消
失
は

25
万
戸
以
上
と
、
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
、

各
私
鉄
、
地
下
鉄
、
高
速
道
路
等

破
壊
寸
前
の
大
惨
事
は
、
30
年
経

過
し
た
今
で
も
私
の
脳
裏
に
蘇
り

ま
す
。
当
時
奈
良
に
住
ん
で
い
た

私
は
、
外
出
と
同
時
に
突
然
の
大

地
震
が
発
生
し
、
道
路
が
上
下
に

波
打
ち
立
つ
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
の
生
中
継
で
、
神
戸
の
惨

状
を
知
り
、
神
戸
に
い
る
弟
に
安

否
確
認
の
た
め
、2
日
間
何
度
も

電
話
す
る
も
不
通
。3
日
目
に
通

話
出
来
て
、
無
事
を
確
認
し
安
堵

す
る
も
、
食
事
は
そ
の
時
点
で
、

パ
ン
1
個
と
牛
乳
1
本
だ
け
で
し

た
。
交
通
機
関
が
壊
滅
で
行
く
こ

と
は
か
な
わ
ず
、
再
会
で
き
た
の

は
、
大
阪
と
神
戸
を
結
ぶ
フ
ェ

リ
ー
ボ
ー
ト
の
運
航
が
開
始
さ
れ

た
45
日
後
の
事
で
し
た
。
洗
練
さ

れ
た
美
し
い
港
町
神
戸
を
知
る
者

に
と
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
町
並
の
惨

状
を
直
視
し
た
と
き
は
心
の
震
え

を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
全
国
か
ら
の
救
援
物
資
搬
送

車
と
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
救
急
車
、

消
防
車
、
パ
ト
カ
ー
が
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
す
る
様
子
に
は
、
日
本
人

の
温
か
い
心
を
痛
感
す
る
の
で
し

た
。
近
年
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
発
生
確
率
が
80
㌫
の
予
測
も
あ

り
、
比
較
的
天
災
の
少
な
い
私
た

ち
県
民
も
天
災
の
危
機
意
識
を
再

認
識
し
、
官
民
と
も
に
心
に
置
く

こ
と
も
肝
要
と
思
い
ま
す
。

▲谷口笑茉さん ▲PN 糸やんさん

▲PN コロさん

「
天
災
に
つ
い
て
」

PN 

赤
野
太
人
さ
ん（
赤
野
）
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二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

MITホームページ
二次元コード▶ 

森
もり

岡
おか

美
み

澪
お

ちゃん
R6. 3.7生まれ（上市瀬）
○応  秀行さん・真理子さん（祖父母）

◆市制20周年　未来の真庭市へ
1 月から月曜日と火曜日のほっとまにチャンの最後に「未来の真庭市へ
のメッセージ」をお送りしています。取材をする中で、「こんな真庭市に
なってほしい」という思いを聞いています。3月末まで放送予定となって
いるので、皆さんご協力をよろしくお願いします。
◆【LIVE】 勝山駅開業100周年記念
JR中国勝山駅が開業100周年を迎えます。これに合わせて中国勝山駅で記
念イベントが行われます。生中継では、イベントの様子を中心に、現在
改修工事が行われている待合室のお披露目や、記念列車の出発もお届け
します。放送は 3月16日、午前11時30分からです。お楽しみに。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp

　

こ
の
冬
、
家
か
ら
会
社
ま
で
出

勤
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
実
家
を

出
て
１
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し

た
。
今
か
ら
3
年
前
、
専
門
学
校

に
通
っ
て
い
た
頃
に
使
っ
て
い
た

家
電
な
ど
が
あ
る
の
で
、
あ
ま
り

金
は
か
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
引
っ
越
し
を
し
て
2
週

間
た
っ
た
頃
、
冷
凍
庫
に
入
れ
て

い
た
ア
イ
ス
が
溶
け
て
、
ド
ロ
ド

ロ
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

冷
蔵
庫
は
冷
え
て
い
る
の
に
、
冷

凍
庫
だ
け
壊
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
す
。
あ
ま
り
大
き
い
冷
凍
庫
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
ま
で
食

材
が
入
っ
て
な
か
っ
た
の
が
唯
一

の
救
い
で
、
そ
の
日
は
、
冷
凍
食

品
な
ど
を
食
べ
き
り
ま
し
た
。
専

門
家
に
聞
い
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
な
ぜ
壊
れ
て
し
ま
っ
た
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
数
年

間
お
世
話
に
な
っ
た
機
械
や
道
具

が
壊
れ
る
の
は
、
少
し
悲
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
前
に
使
っ
て

い
た
も
の
が
あ
る
か
ら
、
大
丈
夫

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

結
果
、
そ
れ
な
り
の
出
費
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
１
人

暮
ら
し
を
始
め
て
2
カ
月
く
ら
い

な
の
で
、
き
っ
と
ま
だ
欲
し
い
も

の
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
学

生
の
頃
は
、
親
に
家
電
な
ど
を

買
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
自
分
で
買
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
年
齢
な
の
で
、１
人
暮
ら
し

を
始
め
る
ま
で
の
準
備
が
い
か
に

大
変
な
の
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
モ
ノ
を
大
切
に

し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
。

▲PN ソウさん

「
新
生
活
に
向
け
て
」

PN
モ
モ
さ
ん（
種
）
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雪
と
ス
キ
ー
最
高
！

木
村
修
輔
さ
ん（
蒜
山
中
福
田
）

　

植
木
小
織
さ
ん（
蒜
山
下
福
田
）

　

ス
キ
ー
は
小
学
校
1
年
生
か
ら

始
め
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
に
出
場
し
た
け
ど
、
坂
道

が
大
変
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
こ
け

ち
ゃ
っ
た
け
ど
、「
今
年
こ
そ
は

良
い
タ
イ
ム
を
出
す
ぞ
！
」
と
頑

張
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
は
と
っ
て

も
楽
し
い
で
す
。
ま
た
来
年
も
一

緒
に
頑
張
る
ぞ
。

中
央
図
書
館
で
一
日
館
長
！

森　

暖
斗
さ
ん（
江
川
）

　

勝
山
小
学
校
6
年
生
が
運
営
す

る
『
集
ま
れ
‼
中
央
図
書
館
』
で

一
日
館
長
を
し
ま
し
た
。
一
度
館

長
を
や
っ
て
み
た
く
て
立
候
補

し
ま
し
た
。
前
日
の
準
備
も
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
来
た
人
が
楽
し
め

る
会
場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く

れ
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
話
す
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

館
長
は
周
り
を
し
っ
か
り
見
な
い

と
い
け
な
い
大
変
な
仕
事
だ
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議
に
参
加
し
て

石
原
一
希
さ
ん（
惣
）

　

発
表
さ
れ
た
人
は
ど
の
方
も
、

循
環
の
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
て

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
特
に

真
庭
高
校
の
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
発
表

は
、
同
じ
高
校
生
な
の
に
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。円
卓
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
最
初
の
方
は
や

っ
ぱ
り
す
ご
く
緊
張
し
て
い
た
の

で
す
が
、
始
ま
っ
て
み
た
ら
他
の

皆
さ
ん
も
緊
張
し
て
い
て
、
こ
っ

ち
も
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
、
思
っ
て

い
た
よ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。

真庭市立中央図書館

今月のおすすめの本

〒717-0013　真庭市勝山53-1
TEL0867-44-2012　FAX0867-44-2020
開館時間　9:00～19:00　
休館日　月曜日(月曜日が祝日の場合はそ
の翌日)、年末年始、蔵書点検(年14日以内)）

色々な生き物やものの速
さを比べた絵本です。ウ
サギよりチーターが速
く、チーターより新幹線、
新幹線よりジェット機、
ジェット機より音が速い。
では、音より速いのは？
なるほど！とオチに驚か
される本です。

『このよでいちばんはやいのは』
ロバート・フローマン／原作　天野祐吉／訳　
あべ弘士／絵　福音館書店

『じんわり押し活』
崎田ミナ／著　マガジンハウス
コリをほぐす「トリガーポ
イント」、体の不調をやわ
らげる「ツボ」、疲れ顔に
ハリを作る「リガメント」。
人体のポイントを押して体
をいたわるセルフケア方法
をくわしく図解していま
す。ポイントを押す道具な
ども掲載しています。

くじを入れた金庫の番号が
思い出せないおばあさん。
シェフたちは、おばあさん
の悩みを解決するため、魔
法の冷蔵庫に入っていきま
す。そこには、「ラーメン
大通り」が続いていて…⁉ 

『ふしぎ町のふしぎレストラン
  おなやみかいけつラーメン』
三田村信行／著　あさくらまや／絵　あかね書房

▲PN あきさん ▲小田垣宙さん

ウユニ塩湖を筆頭に、
北極海、フィレンツ
ェのヴェッキオ橋な
ど、だまし絵や万
華鏡のように空と大
地が合わさってでき
る、幻想的写真が

載っています。世界の絶景を見て回ってみたいと
思いながらも、なかなか踏み出せない人におすすめ。

『鏡面絶景
  空と大地が合わさる奇跡の眺め』
MdN編集部／編　エムディエヌコーポレーション
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『晴れ・曇り・雨』
手話：福祉課　植木彩水さん

今回の手話を
動画で見てみよう

両手を開いて軽く丸め、向かい合わせてくる
くると回しながら左から右に動かし、空に雲
がある様子を表現します。

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

曇り

両手の指を開いて
下に向け、上から
下に降り下ろして
雨が降る様子を表
現します。

雨

今回の手話を今回の手話を

様子を

晴れ
顔の前で手のひらを前に向けてた状態から、
空が晴れるように、両手を外に開きます。

を表現します。

両手の
下に向
下に降
雨が降
現しま

雨

を表現します。がある様がある様

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
の
旅
の
無
事
願
う　
　

小
谷
義
孝　
　
　

月
田

軽
ト
ラ
に
乗
っ
た
ト
ン
ボ
と
旅
を
す
る　

中
山
春
子　
　
　

本
庄

定
年
後
旅
の
計
画
夢
と
消
え　
　
　
　
　

ス
ズ
メ　
　
　
　

上
水
田

旅
す
る
も
や
っ
ぱ
り
家
が
一
番
ネ　
　
　

尾
川
智
浩　
　
　

禾
津

旅
の
宿
雑
事
忘
れ
て
客
に
な
る　
　
　
　

有
若
日
出
子　
　

勝
山

八
十
路
過
ぎ
ひ
ざ
に
感
謝
の
バ
ス
ツ
ア
ー　

岩
古
房
惠　
　
　

蒜
山
東
茅
部

姉
妹
旅
夜
の
語
ら
い
尽
き
ぬ
朝　
　
　
　

野
田
八
重
子　
　

栗
原

シ
ニ
ア
旅
声
は
で
っ
か
く
今
青
春　
　
　

二
宗
初
江　
　
　

目
木

駅
弁
を
買
っ
て
こ
た
つ
で
夫
婦
旅　
　
　

君
影
草　
　
　
　

組

寄
る
度
に
増
え
る
土
産
の
バ
ス
旅
行　
　

酔
翁　
　
　
　
　

勝
山

人
の
世
の
旅
の
道
づ
れ
と
も
白
髪　
　
　

サ
ブ
チ
ャ
ン　
　

久
世

旅
路
行
く
富
士
を
背
に
し
て
ハ
イ
ポ
ー
ズ　

菊
池
千
江
子　
　

本
郷

物
価
高
地
図
を
見
な
が
ら
旅
気
分　
　
　

き
っ
こ
ち
ゃ
ん　

蒜
山
上
福
田

母
の
背
を
流
し
感
謝
の
二
人
旅　
　
　
　

か
し
子　
　
　
　

樫
東

道
連
れ
は
い
ら
ぬ
と
決
め
た
母
の
旅　
　

ふ
み
こ　
　
　
　

下
方

傷
心
の
い
や
し
も
と
め
て
一
人
旅　
　
　

梨
沙　
　
　
　
　

杉
山

ス
ト
レ
ス
を
お
湯
に
流
し
た
旅
の
宿　
　

横
山
と
も
子　
　

久
世

〈
軸
吟
〉
新
し
い
暮
ら
し
夢
見
て
旅
支
度　

永
田
寿
道

川柳  「旅」 選 :真庭川柳協会　永田寿道さん

さまざまな世代が試合を楽しむ
2月9日、白梅総合体育館で卓球大会が開かれ、市内外から約150人が参
加しました。大会には、子どもから高齢者まで幅広い世代が参加し、熱
い戦いを繰り広げていました。

今
月
の1枚

▲尾﨑凛さん
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勝山出身。㈱三協商建取締役。
大阪で就職した後、26歳のときに家業の会社を継ぐた
め真庭にUターン。現在仕事では現場の管理などを
行っている。休日はよく家族とゲームを楽しんでいる。
他にも何か良い趣味がないかなと思っている。

行藤 宜央 さん （勝山） 

　

今
後
の
展
望
を
尋
ね
る
と
、「
人
が
減
っ
て
い
く
中
で

す
が
、
こ
の
景
観
を
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
。
何
も
し

な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
空
き
家
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
時

が
来
る
と
思
う
ん
で
す
。
今
、
町
並
み
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
選
定
を
目
指

し
て
勉
強
会
を
し
て
い
ま

す
。
空
き
家
を
減
ら
し
、

若
い
人
に
入
っ
て
も

ら
っ
て
、
活
気
あ
る

地
域
に
し
た
い
で
す

ね
」
と
話
す
行
藤
さ

ん
。
地
元
勝
山
を
愛

す
る
姿
が
そ
こ
に
あ
り

ま
し
た
。

真
庭
Ｊ
Ｃ
最
大
規
模
の
挑
戦

　

行
藤
宜
央
さ
ん
は
、
40
歳
ま
で
の
青
年
で
組
織
さ
れ
る

真
庭
青
年
会
議
所
（
真
庭
Ｊ
Ｃ
）
の
第
63
代
理
事
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
真
庭
Ｊ
Ｃ
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
高
校
生
議

会
や
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
、
創
立
以
来

最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
、
中
国
5
県
の
青
年
会
議

所
会
員
が
一
堂
に
会
す
る『
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
』

を
控
え
て
い
ま
す
。「
真
庭
Ｊ
Ｃ
で
は
こ
れ
だ
け
大
き
い

イ
ベ
ン
ト
は
し
た
こ
と
が
な
い
で
す
が
、
ど
こ
の
青
年
会

議
所
も
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
小
規
模
な
ま
ち
で

も
で
き
る
ん
だ
と
い
う
形
を
、
ま
ず
僕
た
ち
が
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
ま
た

真
庭
に
行
こ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を
し
た

い
で
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

地
元
勝
山
で
地
域
づ
く
り

　
「
勝
山
の
良
さ
は
、
勝
山
の
町
並
み
の
、
観
光
客
も
来

る
け
ど
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
い
る
風
景
、
そ
し
て
そ
の

人
々
の
人
の
良
さ
」
と
言
う
行
藤
さ
ん
。
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
平
成
30
年
に
『
勝
山
・
町
並
み
会
議
』
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。「
町
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
僕

の
父
親
世
代
や
さ
ら
に
年
上
の
方
々
が
多
く
て
、
若
い
メ

ン
バ
ー
で
町
づ
く
り
を
し
た
い
な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
企

画
の
ほ
か
、
勝
山
の
幻
の
銘
菓
『
丸ま
る

太た
ん
棒ぼ
う
』
を
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
復
活
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

Yukito　   NorioY kitY kit N iN i
行藤    宜央 

2025

真庭青年会議所のメンバー

仕事中の行藤さん

62



　

乳
児
期
は
、
他
の
時
期
に
比

べ
て
人
間
の
体
が
「
最
も
大
き

く
」
成
長
す
る
時
期
で
す
。
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の

平
均
身
長
は
約
50
㌢
㍍
、
体
重

は
約
3
㌔
㌘
で
す
が
、
1
歳
に

な
る
と
、
平
均
身
長
は
75
㌢
㍍

（
生
ま
れ
た
時
の
約
1
・
5
倍
）、

体
重
は
約
9
・
5
㌔
㌘
（
3
倍

以
上
）
に
ま
で
成
長
し
ま
す
。

ま
た
、
頭
の
発
達
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
生
ま
れ
た
時
の
頭
囲
は

約
34
㌢
㍍
で
す
が
、
1
歳
時
に

は
平
均
46
㌢
㍍
（
約
1
・
3
倍
）

に
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
急
激
に
成
長
す
る
時
期

は
、
人
生
の
中
で
乳
児
期
だ
け

で
す
。

　

こ
の
成
長
を
支
え
る
に
は
、

十
分
な
栄
養
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
炭

水
化
物
の
「
三
大
栄
養
素
」
は

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

で
す
。
成
長
に
は
、
鉄
や
亜
鉛

な
ど
の
微
量
元
素
も
必
要
で

お話：落合病院  医師  山下 信子さん
　　   問  TEL 0867-52-1133（FAX1160）

小さな子どもにおける鉄・亜鉛不足

小
さ
な
子
ど
も
の
鉄・亜
鉛
不
足
は

気
付
か
れ
に
く
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す

　

早
産
や
低
体
重
で
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
、
母
乳
中
の
亜
鉛
が

少
な
い
場
合
、
偏
食
な
ど
が
原

因
で
、
子
ど
も
に
亜
鉛
不
足
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
亜

鉛
は
体
の
中
で
3
0
0
種
類
以

上
の
酵
素
を
働
か
せ
る
た
め
に

必
要
な
栄
養
素
で
す
。
亜
鉛
が

不
足
す
る
と
、
低
身
長
や
皮
膚

の
炎
症
、
味
覚
の
異
常
、
髪
の

毛
の
脱
毛
な
ど
の
症
状
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、

低
身
長
の
子
ど
も
の
約
60
㌫
が

亜
鉛
不
足
だ
っ
た
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
亜
鉛
不

足
が
原
因
で
起
こ
る
皮
膚
の
炎

症
は
、
口
や
肛
門
の
周
り
、
爪

の
周
り
に
出
や
す
く
、
難
治
性

の
お
む
つ
か
ぶ
れ
の
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
亜
鉛
不

足
の
症
状
は
個
人
差
が
あ
り
、

例
え
ば
低
身
長
で
あ
っ
て
も
皮

膚
の
炎
症
や
脱
毛
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
鉄
不
足
と
同
様
に
、
症
状

が
あ
れ
ば
「
亜
鉛
が
足
り
て
い

る
か
ど
う
か
」
を
疑
い
、
必
要

に
応
じ
て
検
査
で
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
の
鉄
欠
乏
性

貧
血
は
、進
行
が
ゆ
っ
く
り
で
、

は
っ
き
り
し
た
症
状
が
出
に
く

い
た
め
、
気
付
く
の
が
難
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
顔
色
が
悪

い
、
元
気
が
な
い
と
い
っ
た
変

化
に
気
付
く
こ
と
は
少
な
く
、

体
重
が
な
か
な
か
増
え
な
い
、

風
邪
が
長
引
く
（
高
い
熱
が
続

く
）、
中
耳
炎
を
繰
り
返
す
と

い
っ
た
理
由
で
血
液
検
査
を
受

け
て
初
め
て
発
覚
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
ま
た
、
鉄
分
が
足

り
な
い
こ
と
で
脳
に
影
響
が
出

る
場
合
が
あ
り
、短
期
間
で
は
、

け
い
れ
ん
（
泣
い
て
い
る
最
中

に
起
こ
る
も
の
や
熱
が
原
因
の

も
の
）
や
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
く

な
る
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
期
間
の

鉄
分
不
足
は
、
記
憶
力
や
考
え

る
力
が
低
下
し
た
り
、
動
き
や

注
意
力
に
影
響
が
出
た
り
、
寝

る
時
間
と
起
き
る
時
間
の
リ
ズ

ム
の
乱
れ
な
ど
と
も
関
係
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
う
し
た
症
状
が
見

ら
れ
る
と
き
に
は
、
血
液
検
査

で
鉄
分
が
足
り
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

す
。
体
重
あ
た
り
で
比
較
す
る

と
、
乳
幼
児
期
の
栄
養
摂
取
量

は
成
人
の
2
〜
3
倍
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
「
子
ど

も
の
鉄
・
亜
鉛
不
足
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

体
の
中
に
あ
る
鉄
の
約
70
〜

80
㌫
は
赤
血
球
に
含
ま
れ
、
酸

素
を
全
身
に
届
け
る
重
要
な
役

割
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄

は
体
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

作
り
出
す
ほ
か
、
薬
の
代
謝
に

も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
乳

幼
児
期
で
は
、
脳
の
発
達
に
も

欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で
す
。
生

後
6
カ
月
頃
に
な
る
と
、
お
母

さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
鉄
の
蓄
え

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
た
め
、

離
乳
食
で
十
分
な
鉄
を
摂
取
で

き
な
い
と
鉄
不
足
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ル
ク
に
は
鉄
や
、

そ
の
吸
収
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

鉄
欠
乏

亜
鉛
欠
乏

乳
児
期
の
成
長
と
栄
養
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美
甘
図
書
館
企
画
の
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

教
室
が
、
1
月
24
日
に
市
役
所
美
甘
振
興

局
で
開
か
れ
、
市
内
か
ら
8
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
は
、
美
甘
図
書
館
に
勤
務

し
て
い
て
、
趣
味
で
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
育

て
て
い
る
渡
辺
美
恵
子
さ
ん
で
す
。
参
加

者
は
、
芋
の
皮
を
剥
く
、
す
り
お
ろ
し
て
、

に
が
り
と
混
ぜ
る
、
形
を
整
え
て
茹
で
る

な
ど
し
て
、こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
で
き
た
て
の
芋
を
さ
し
み
こ

ん
に
ゃ
く
に
し
て
、
き
な
粉
な
ど
を
付
け

て
食
べ
ま
し
た
。

　

ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り
が
2
月
1
日
と

2
日
に
、GREEN

able H
IRU
ZEN

と

ヒ
ル
ゼ
ン
高
原
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
冬
の
厄
介
者
の
雪
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
し
よ
う
と
、
観
光
関
係
者
や
地
元

有
志
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
企
画
し
て

い
ま
す
。
会
場
に
は
高
さ
約
3
㍍
の
巨
大

か
ま
く
ら
4
基
や
来
場
者
が
作
っ
た
た
く

さ
ん
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
が
並
び
ま
し
た
。

雪
に
埋
め
ら
れ
た
お
菓
子
を
見
つ
け
る
宝

探
し
も
行
わ
れ
、
来
場
者
が
蒜
山
の
冬
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

こんにゃくの形を整えて 鍋に入れる

親子でミニかまくらづくり

2
月
2
日
、3
2
0
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
北
房
ぶ
り

市
が
北
房
地
域
の
呰
部
商
店
街
で
開
か
れ
ま
し
た
。
商
店

街
の
約
1
㌔
㍍
の
区
間
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、1
0
0

店
を
超
え
る
屋
台
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
並
ん
だ
他
、
長
崎

県
や
富
山
県
な
ど
で
水
揚
げ
さ
れ
た
1
匹
7
〜
10
㌔
㌘
の

天
然
ぶ
り
約
2
0
0
匹
が
市
場
価
格
よ
り
3
割
ほ
ど
安
く

販
売
さ
れ
、
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
は
市
内
外
の
団
体
に
よ
る
太
鼓
や
備
中
神
楽
、

ダ
ン
ス
、
餅
投
げ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
っ
白
な
蒜
山
で
雪
遊
び

ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り

で
き
た
て
の
味
を
楽
し
む

芋
か
ら
作
る
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
教
室

市開催の許可状を掲げる 餅投げには大勢が参加 ぶり以外の海産物も並ぶ

お客さんの前で豪快にぶりをさばく

320年以上続く伝統の市320年以上続く伝統の市
北房ぶり市北房ぶり市
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まちの話題

　

旧
真
庭
高
校
久
世
校
地
の
体
育
館
で
、

昭
和
生
ま
れ
を
対
象
に
し
た
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
の
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
、
地
域
の
人
達
の
交
流
と
体
力
づ
く

り
を
目
的
に
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
倶
楽
部
く
せ
が
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

交
流
会
は
2
日
に
分
け
て
開
か
れ
、
2
月

14
日
は
予
選
、
2
月
28
日
は
順
位
決
定
戦

を
し
ま
し
た
。
30
代
か
ら
70
代
の
人
た
ち

で
つ
く
る
9
つ
の
チ
ー
ム
、
合
わ
せ
て
約

50
人
が
参
加
し
、
朗
ら
か
に
笑
い
あ
い
な

が
ら
試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

2
月
10
日
、
子
ど
も
の
服
や
雑
貨
な
ど

を
譲
り
合
う
「
お
さ
が
り
広
場　

く
る
り

ん
ぱ
」
が
真
庭
あ
ぐ
り
ガ
ー
デ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
も
っ
た
い
な
い
気
持
ち
を

大
切
に
資
源
循
環
を
促
そ
う
と
、
市
内
の

メ
ン
バ
ー
5
人
が
譲
り
受
け
た
お
さ
が
り

品
を
5
点
で
1
0
0
円
と
い
っ
た
低
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
を
魅
力
に
、
去
年
か
ら

市
内
各
地
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
訪
れ
た

人
は
子
ど
も
や
孫
の
た
め
に
合
う
も
の
は

な
い
か
手
に
取
っ
て
探
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
情
報
発
信
中
で
す
。

参加者の目線がボールに集まる

会場には多くの子ども服や雑貨などが並んだ

德山美津子さん（蒜山上徳
山）が 2月 4日に百歳を迎
えられました。趣味は短歌
を作ることで、最近は植物
の世話などをしてのんびり
過ごしているそうです。朝
食のお餅と、晩酌のビール
が楽しみとのことです。

2/4 朝食のお餅と晩酌のビールを欠かさない

月田小学校でコマ回しや、
メンコ、おはじきなどの昔
の遊びを楽しむ授業「むか
しあそびの会」が開かれま
した。会では地元のおじい
ちゃんやおばあちゃんたち
が児童に遊び方を教え、互
いの絆を深めていました。

2/7 月田小学校でむかしあそび

第20回真庭市長杯スキー大
会には、市内外の小学 2年
生から81歳までが出場しま
した。大会では、ジャイア
ントスラロームとクロスカ
ントリーが年齢や性別を分
けて行われ、出場者がタイ
ムを競いました。

2/1 白銀の斜面を颯爽と滑る

フランスで開催される日本
酒のコンクールの審査員ら
が日本の酒蔵へ視察に訪れ
ました。御前酒蔵元辻本店
での視察では、酒造りの技
術の説明や試飲が行われ、
審査員らは、酒作りへの熱
意を感じていました。

髙井友惠さん（久世）が 1
月20日に百歳を迎えられま
した。昔から歌を歌うこと
やおしゃれが好きで、今も
楽しんでいるそうです。お
いしいものを好き嫌いなく
食べ、よく寝ることが長寿
の秘けつとのことです。

1/26

1/20

繊細な酒の味や香り楽しむ

歌やおしゃれを楽しんで

和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
de
交
流
会

も
っ
た
い
な
い
気
持
ち
育
む

お
さ
が
り
広
場  

く
る
り
ん
ぱ

Maniwa27



広
報
ま
に
わ 

●
月
号  

令
和
7
年
3
月
1
日
発
行 （
通
巻
239
号
）

3

■
発
行
  真
庭
市
役
所
   ■
編
集
  総
合
政
策
部
秘
書
広
報
課

■
秘
書
広
報
課
　
E
メ
ー
ル
  hisho@

city.m
aniw

a.lg.jp
〒
719 -3292 岡

山
県
真
庭
市
久
世
2927 -2　

TEL0867 -42 -1163（
FAX1353）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  https://w

w
w
.city.m

aniw
a.lg.jp

　

20
年
。
過
ぎ
て
み
る
と
あ
っ
と
い

う
間
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
20
年

前
、
私
は
小
学
生
で
し
た
。
当
時
の

好
物
は
ハ
ン
バ
ー
グ
で
、
放
課
後
は

決
ま
っ
て
ゲ
ー
ム
。
20
年
経
っ
た
今

は
と
い
う
と
、メ
ニ
ュ
ー
に
ハ
ン
バ
ー

グ
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
注
文
し
、
早
く

帰
れ
た
日
は
ゲ
ー
ム
。
人
は
そ
ん
な

に
変
わ
ら
な
い
み
た
い
で
す
。
当
時

と
違
う
の
は
、
好
き
な
こ
と
を
好
き

な
だ
け
で
き
る
こ
と
で
す
が
…
。
自

制
心
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。 

村
松

　

つ
い
に
3
月
末
で
市
制
20
周
年
。

平
成
の
大
合
併
と
呼
ば
れ
た
市
町
村

合
併
か
ら
、
も
う
そ
ん
な
に
時
が
経

っ
た
の
か
と
驚
き
ま
す
。
あ
の
頃
学

生
だ
っ
た
私
も
、
就
職
に
結
婚
、
出

産
と
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
経
験
し
な

が
ら
、
す
っ
か
り
大
人
に
な
り
ま
し

た
。
成
長
し
た
と
胸
を
張
れ
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
い
で
す
が
、
毎
日
一
生

懸
命
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
自

分
で
ほ
め
て
、
ま
た
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
。 

井
上

▲PN あきさん
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